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編集発行  

コミュニティ 

協議会  

広報委員会  

人  口 

７，５１８人 

世 帯 数 

３，０６９世帯 

平成２８年６月現在 

                  

平
成
28
年
度
総
会
に
多
数
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

枚
方
市
は
自
主
防
災
活
動
に
対
す
る
補
助

金
を
今
年
度
も
20
万
円
と
し
ま
し
た
。
当
協

議
会
で
も
、
引
き
続
き
、
校
区
自
主
防
災
会

と
共
に
防
災
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。 

校
区
内
の
都
市
再
生
機
構
跡
地
の
再
開
発

は
、
住
宅
地
区
の
擁
壁
工
事
が
進
め
ら
れ
て 

い
ま
す
。
病
院
地
区
も
間
も
な
く
工
事
が
開 

                  始
さ
れ
、
今
後
、
相
当
の
期
間
に
わ
た
っ
て

各
地
で
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
建
設
工
事

や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
公
害
問
題
や
交
通

問
題
、
防
犯
な
ど
の
懸
念
材
料
も
あ
り
、
校

区
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。 

防
犯
や
災
害
時
の
助
け
合
い
の
た
め
に
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
す
。
こ
こ

数
年
来
継
続
し
て
い
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

や
、「
五
常
夏
祭
り
」
な
ど
の
「
五
常
の
四
季

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
」
は
、
ご
近
所
ど
う
し

が
知
り
合
う
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
挨
拶
を
交
わ
す
地
域
の
人
々
の
姿

は
防
犯
に
も
役
立
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
あ
い
さ
つ
運
動
や

地
域
の
行
事
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
、
安
心
し
て
住
め
る
五
常
校
区
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

会
長 

野
々
村 

亘 

 

平
成
28
年
度
活
動
方
針 

１ 

五
常
の
四
季
を
楽
し
み
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り 

２ 

地
域
の
再
開
発
に
伴
う
環
境
問
題
及
び

交
通
問
題
へ
の
対
応 

３ 

地
域
力
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成 

平
成
28
年
年
度
重
点
活
動
項
目 

１ 

安
全
部
門
（
自
主
防
災
会
、
防
犯
協
議

会
、
交
通
対
策
協
議
会
、
五
常
っ
子
見

守
り
隊
）
の
充
実 

２ 

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進 

３ 

合
同
会
議
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
強
化 

４ 

専
門
機
関
と
の
連
携
の
強
化 

５ 

四
季
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
充
実 

６ 

広
報
活
動
の
充
実 

７ 

開
発
に
伴
う
交
通
環
境
問
題
へ
の
対
応 

８ 

人
材
育
成
の
取
組
み 

平
成
28
年
年
度
事
業
計
画 

 
 

４
月 

第
７
回
煙
突
山
桜
祭
り(

10
日)

、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総
会 

５
月 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
、
自
治

会
・
専
門
組
織
責
任
者
合
同
研
修
会 

６
月 

防
災
研
修
会
、
広
報
紙
発
行 

７
月 

合
同
会
議
（
自
治
部
会
・
専
門
部
会
） 

７
月 

第
９
回
五
常
夏
祭
り(

23
日) 

 
 

８
月 

防
犯
夏
期
パ
ト
ロ
ー
ル 

９
月 

合
同
会
議
、
防
災
会
議
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
、
広
報
紙
発
行 

住
み
よ
い
五
常
校
区
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

平
成
２８
年
度
定
期
総
会
開
催 

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
４
月
17
日
に
平
成
28
年
度
総
会
を
五
常

小
学
校
体
育
館
２
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
委
任
状
を
含
む
24
自
治
会
（
理

事
会
）
及
び
17
専
門
組
織
の
責
任
者
が
出
席
し
、
平
成
28
年
度
活
動
計
画
案
、

収
支
予
算
案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
５
月
22
日
に
は
、
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
活
動
内
容
や
自
治
会
と
の
関
係
、
各
専
門
組
織
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
自
治
会
長
等
の
皆
さ
ん
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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10
月 

第
８
回
五
常
文
化
祭(

23
日) 

 
 
 
 

 
 

 

11
月 

合
同
会
議
、
美
化
運
動
推
進
月
間 

12
月 

防
災
会
議
、
防
犯
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル 

広
報
紙
発
行 

１
月 

 

第
27
回
と
ん
ど
祭
り(

15
日) 

 

２
月 

 

合
同
会
議
、
防
災
会
議 

３
月 

 

第
14
回
防
災
フ
ェ
ス(

５
日) 

       

平
成
28
年
度
予
算
の
概
要 

１ 

収
入 

今
年
度
の
枚
方
市
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
補
助
金
は
１
１
７
万
７
千
９
百
円
で
、
こ

の
う
ち
20
万
円
は
自
主
防
災
活
動
に
、
50

万
円
は
福
祉
活
動
の
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
に
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

各
戸
に
２
百
円
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
が
50
万
円
、
１
２

０
円
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
安
全
部
門

活
動
費
が
30
万
円
の
他
、
夏
祭
り
に
よ
る
売

り
上
げ
金
90
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
前
年
度
繰
越
金
（
約
44
万
円
）、
日

赤
か
ら
の
助
成
金
な
ど
を
加
え
て
、
合
計
額

は
３
百
41
万
３
千
８
百
円
で
す
。 

２ 

支
出 

主
な
支
出
は
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
（
と
ん

ど
祭
り
、
文
化
祭
な
ど
）
の
経
費
と
し
て
１

３
５
万
円
、
広
報
費
（
広
報
印
刷
費
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
な
ど
）
に
30
万
円
、
研

修
費
25
万
円
、
安
全
部
門
活
動
費
（
防
犯
、

交
通
対
策
、
五
常
っ
子
見
守
り
）
20
万
円
、

備
品
購
入
費
（
テ
ン
ト
横
幕
）
17
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

特
別
活
動
費
と
し
て
自
主
防
災
活
動
へ
は

枚
方
市
の
補
助
金
20
万
円
に
独
自
財
源
15

万
円
を
上
乗
せ
し
35
万
円
を
自
主
防
災
会

へ
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
福
祉
事

業
）
に
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
補
助
金
50

万
円
全
額
を
校
区
福
祉
委
員
会
へ
支
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
実
施
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
他
会
議
費
や
事
務
費
な
ど
を
合
わ
せ
て

支
出
の
合
計
額
は
３
百
41
万
３
千
８
百
円

で
す
。 

 

                    

平
成
28
年
度 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員 

会 

長 

野
々
村 

亘 
 

副
会
長 

山
口 

楠
夫(

安
全
部
会) 

副
会
長 

上
野 

精
順(

行
事
担
当) 

副
会
長 

倉 
 

洋
子(

青
少
年
部
会) 

副
会
長 

宮
路 

美
佐(

福
祉
部
会) 

副
会
長 

中
尾  

群(

環
境
部
会) 

事
務
局
長 

光
岡 

和
彦(

広
報
委
員
長) 

会 

計 

山
内 

佳
与
子 

 

書 

記 

西
田 

佳
子 

 

書 

記 

磯
部 

智
子 

会
計
監
査 

岩
田 

敬
子
、
森
川 

茂 

顧 

問 
 

大
槻
哲
也
元
市
議
会
議
長 

野
村
生
代
市
議
会
議
員 

森
山
明
彦
五
常
小
学
校
校
長 

相
談
役 

奥
長 

滋
嘉 

  

広
報
紙
発
行 
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恒例のホタル観賞会 

幻想的なひかりに小さな歓声 

    

五
常
の
四
季
を
楽
し
む
春
の
行
事
「
煙
突

山
桜
ま
つ
り
」
を
枚
方
市
人
権
政
策
室
主
催

の
「
妙
見
山
の
煙
突
見
学
会
」
と
同
時
開
催

し
ま
し
た
。 

海
抜
80
ｍ
の
頂
上
に
立
つ
煙
突
は
戦
前

に
砲
弾
を
作
っ
て
い
た
旧
陸
軍
香
里
製
造
所

の
施
設
で
、
昭
和
14
年
頃
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
枚
方
市
は
、
香
里
団
地
の
一
画
に
残
さ

れ
た
煙
突
を
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
す
る

た
め
昭
和
59
年
に
「
妙
見
山
の
煙
突
」
と
し

て
永
久
保
存
す
る
事
と
し
、
平
成
22
年
度
に

は
耐
震
補
強
・
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

桜
祭
り
は
、
煙
突
山
の
桜
、
山
頂
か
ら
の

眺
望
、
戦
争
遺
跡
の
煙
突
見
学
を
セ
ッ
ト
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
第
７
回
目
の
今
年
は
山

頂
付
近
の
八
重
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
４
月 

    10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
当
日
の
エ

ン
ト
ツ
山
の
入
口
付
近
の
染
井
吉
野
は
落
花

盛
ん
な
状
態
で
し
た
が
、
頂
上
の
八
重
桜
は

「
満
開
近
し
」
の
美
し
さ
で
し
た
。 

山
頂
か
ら
は
交
野
の
山
並
み
に
続
く
枚
方

市
が
一
望
で
き
ま
す
。
香
里
団
地
随
一
の
眺

望
を
楽
し
め
る
地
で
あ
り
な
が
ら
、
水
道
施

設
の
た
め
、
法
令
で
立
入
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
桜
祭
り
は
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
め

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
来
年
の
さ
く
ら
祭
り

に
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

見
学
会
に
は
、
戦
争
末
期
に
学
徒
動
員
さ

れ
、
こ
の
地
で
働
い
た
二
人
の
高
齢
の
女
性

が
大
阪
市
内
か
ら
こ
ら
れ
ま
し
た
。
煙
突
山

の
向
い
に
あ
る
末
広
公
園
入
口
付
近
に
あ
る

「
在
り
し
軍
国
少
女
非
戦
の
誓
い
」
の
碑
を

建
立
（
平
成
20
年
）
し
た
有
志
の
内
の
お
二

人
で
、
若
い
参
加
者
と
熱
心
に
話
を
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

 

五
常
小
学
校
北
校
舎

の
北
側
に
生
き
物
の
生

息
空
間
を
再
現
し
て
い

る
ビ
オ
ト
ー
ブ
「
ご
じ

ょ
ト
ー
プ
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
、
５
月
27

日
の
夜
に
ホ
タ
ル
鑑
賞

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
周
辺
の
灯

を
消
し
、
真
っ
暗
に
な

っ
た
家
庭
科
室
前
か
ら

20
人
程
の
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
て
、
ご
じ
ょ
ト

ー
プ
へ
と
誘
導
さ
れ
、

親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
は
暗
闇
の
中
で
や
さ
し

く
光
る
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ホ
タ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          が
飛
ぶ
と
、
小
さ
な
歓
声
を
あ
げ
る
子
ど
も

た
ち
も
い
ま
し
た
。
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
の

鑑
賞
時
間
は
わ
ず
か
１
～
２
分
間
ほ
ど
で
し

た
が
、
幻
想
的
な
風
景
は
子
ど
も
た
ち
の
心

に
残
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

ご
じ
ょ
ト
ー
プ
で
は
「
五
常
小
を
ほ
た
る

の
郷
に
」
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
循
環
濾

過
装
置
の
点
検
や
、
ビ
オ
ト
ー
ブ
内
の
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

毎
年
３
月
に
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
し
、
６

月
に
鑑
賞
会
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
５
０
０
人
以
上
の
親
子
が
鑑
賞
会
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 
 

 

    

第
７
回
桜
ま
つ
り 

妙
見
山
（
エ
ン
ト
ツ
山
）
で
八
重
桜
を
楽
し
む 

ホタル観賞の順番を待つ人、鑑賞後の人 

山頂からの眺望や遅咲きの八重桜を楽しむ人  々
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香
里
ヶ
丘
西
公
園
や
蹉
跎
山
公
園
で
カ
ラ

ス
に
驚
か
さ
れ
た
住
民
が
い
ま
す
。
特
に
、

西
公
園
（
子
ど
も
た
ち
の
通
称
：
マ
ル
コ
ウ
）

で
は
カ
ラ
ス
が
巣
を
作
っ
て
子
育
て
中
の
た

め
、
散
歩
中
の
人
な
ど
、
複
数
の
方
が
カ
ラ

ス
に
攻
撃
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
利
用

者
が
多
い
う
え
、
公
園
前
に
は
登
校
班
の
集

合
場
所
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

す
。
被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
と
、
近
隣

の
方
が
枚
方
市
役
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

注
意
を
促
す
立
て
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

枚
方
市
に
よ
る
と
、
卵
や
雛
が
い
る
と
巣

の
撤
去
に
は
法
律
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で 
 

 

す
。
ま
た
、
巣
の
撤
去
な
ど
は
か
え
っ
て
カ

ラ
ス
の
攻
撃
性
を
高
め
、
人
を
無
差
別
に
攻

撃
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
雛
鳥
が
巣
離
れ
す
る
の
を
待
つ
こ
と

が
賢
明
な
や
り
方
だ
そ
う
で
す
。 

・
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害 

カ
ラ
ス
に
よ
る
威
嚇
や
攻
撃
は
５
月
～
７

月
こ
ろ
が
殆
ど
で
、
近
づ
い
て
く
る
人
や
犬

に
対
し
て
、
卵
や
雛
鳥
を
守
ろ
う
と
す
る
行

動
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
守
る
た
め
に
敵

に
向
か
っ
て
い
く
本
能
的
な
も
の
で
す
。 

威
嚇
行
動
の
プ
ロ
セ
ス 

カ
ラ
ス
は
「
巣
に
目
を
向
け
た
人
」
に
対

し
て
は
目
を
離
さ
ず
見
張
り
ま
す
。
じ
っ
と

見
て
い
ま
す
。
人
が
歩
い
て
移
動
し
カ
ラ
ス

の
視
界
か
ら
消
え
る
と
、
そ
の
人
が
見
え
る

と
こ
ろ
ま
で
移
動
し
て
監
視
を
続
け
ま
す
。

カ
ラ
ス
が
更
に
危
険
を
感
じ
る
と
「
カ
ウ
、

カ
ウ
、
カ
ウ
」
と
比
較
的
ピ
ッ
チ
の
早
い
声

で
鳴
き
な
が
ら
頭
上
を
飛
び
回
り
ま
す
。
か

な
り
近
く
ま
で
来
て
鳴
き
ま
す
か
ら
威
圧
的

で
す
。
さ
ら
に
、
敵
が
去
ら
な
い
と
近
く
に

と
ま
り
「
ガ
ー
ッ
、
ガ
ー
ッ
、
ガ
ー
ッ
」
と

少
し
濁
っ
た
声
で
鳴
き
な
が
ら
、
と
ま
っ
て

い
る
電
線
や
木
の
枝
を
つ
つ
く
行
動
を
し
ま

す
。
こ
れ
で
も
敵
が
去
ら
な
い
と
、
木
の
小

枝
を
折
っ
た
り
木
の
葉
を
む
し
っ
て
落
と
し

ま
す
。
近
く
で
こ
れ
を
や
ら
れ
る
と
、
多
く 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

の
人
が
か
な
り
恐
怖
感
を
感
じ
ま
す
。 

こ
れ
で
も
敵
が
去
ら
な
い
場
合
、
攻
撃
的
に

な
っ
た
カ
ラ
ス
が
初
め
て
人
に
体
当
た
り
を

し
ま
す
。 

多
く
の
場
合
、
人
が
「
カ
ラ
ス
が
怒
っ
て

い
る
」
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
立
ち
去
ら
な

い
た
め
に
、
カ
ラ
ス
の
攻
撃
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

攻
撃
の
仕
方
と
し
て
は
、
後
ろ
か
ら
頭
の 

           

上
を
か
す
め
る
よ
う
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

敵
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
自
分
も
傷
つ
く
こ

と
の
な
い
攻
撃
方
法
は
後
ろ
か
ら
の
奇
襲
攻

撃
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

と
き
、
脚
で
頭
を
蹴
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

繁
殖
期
以
外
に
も
、
弁
当
の
中
身
を
失
敬

し
た
り
、
自
転
車
の
籠
の
中
の
買
い
物
袋
を

物
色
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
町
中
で
も
カ
ラ
ス
が

多
く
な
っ
た
」
た
め
に
、「
生
ご
み
あ
さ
り
や

餌
付
け
に
よ
り
、
人
と
の
距
離
が
短
く
な
っ

た
」
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
弊
害
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
生
ゴ
ミ

を
集
積
し
、
守
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
で
す
。（
環
境
省
資
料
を
参
照
し
作
成
） 

          

 
第
９
回
五
常
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す 

日 

時 

平
成
28
年
７
月
23
日
（
土
）
開
場 

午
後
４
時
30
分 

閉
会
午
後
９
時 

場 

所 

五
常
小
学
校
運
動
場
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
な
ど
） 

予 

定 

模
擬
店
の
販
売
開
始
は
５
時
、
開
会
式
は
６
時
（
予
定
） 

 
 
 
 
 
 

今
年
も
や
り
ま
す
「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
は
７
時
半
頃
か
ら 

催 

物 

模
擬
店
（
綿
菓
子
、
焼
き
そ
ば
、
飲
み
物
な
ど
）、 

ゲ
ー
ム
（
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
） 

 
 
 
 
 
 

京
炎
そ
で
ふ
れ
、
め
ち
ゃ
ハ
ッ
ピ
ー
隊
の
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど 

（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
校
舎
内
立
入
は
厳
禁
。
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。） 

子
育
て
中
の 

カ
ラ
ス
に
注
意
！ 


